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パ
パ
ラ
で
ボ
ッ
チ
ャ
会
場
に
な

る
有
明
体
操
競
技
場
（
東
京
都
）

で
今
春
、
日
本
代
表
向
け
の
設
備

の
説
明
会
が
あ
っ
た
。 

隣
接
の
練
習
場
か
ら
試
合
会

場
へ
至
る
経
路
な
ど
は
、
す
べ
て

平
坦

へ
い
た
ん

で
車
い
す
同
士
で
す
れ
違

え
る
。
車
い
す
利
用
者
専
用
の
シ

ャ
ワ
ー
室
も
あ
る
。
杉
村
英
孝
選

手
（
37
）
は
「
移
動
に
負
担
が
な

い
か
ら
、
安
心
し
て
プ
レ
ー
に
臨

め
る
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
た
。 

東
京
五
輪
・
パ
ラ
に
向
け
新

設
・
改
修
さ
れ
る
全
43
会
場
は
、

大
会
組
織
委
員
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い

る
。
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
が
開
催
都
市
に
求

め
る
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
内
容

だ
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
基
準
は
項
目
に
よ
っ

て
は
国
内
の
法
律
よ
り
厳
格
で
、

通
路
の
幅
は
国
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
で
は
「
１
・
２

メ
ー

ト
ル

」
だ
が
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
は
「
１
・
８

メ
ー

ト
ル

以
上
」。
こ

れ
を
踏
ま
え
組
織
委
は
「
２

メ
ー

ト
ル

以

上
」
を
推
奨
す
る
。 

都
は
新
設
・
改
修
す
る
会
場
に

つ
い
て
、
設
計
段
階
か
ら
障
害
者

や
有
識
者
を
交
え
て
議
論
を
重

ね
た
。
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で 

き
る
複
数
種
類
の
ト
イ
レ
や
、
精

神
障
害
者
が
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
ら
れ
る
部
屋
な
ど
独
自
の

工
夫
も
生
ま
れ
た
。 

設
計
段
階
の
議
論
に
加
わ
り
、

自
ら
も
車
い
す
を
使
う
東
洋
大

学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
の
川

内
美
彦
・
客
員
研
究
員
は
「
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
な
か
っ
た
取
り

組
み
が
で
き
た
」
と
一
定
の
評
価

を
す
る
。
そ
の
上
で
「
大
会
後
も
、

今
回
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
施
設
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
初

め
て
レ
ガ
シ
ー
を
残
せ
た
と
言

え
る
。
一
時
の
『
パ
ラ
バ
ブ
ル
』

に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
話
す
。 

 
 

交
通
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
が
進

む
。 国

は
２
０
１
１
年
、
１
日
３
千

人
以
上
が
利
用
す
る
約
３
５
０

０
の
鉄
道
駅
に
つ
い
て
、
20
年
度

ま
で
に
す
べ
て
段
差
を
解
消
す

る
方
針
を
示
し
た
。
国
土
交
通
省

に
よ
る
と
、
18
年
３
月
現
在
の
達

成
率
は
89
・
３
％
。
東
京
大
会
の

招
致
が
決
ま
っ
た
13
年
か
ら
７
・

５
ポ
イ

ン
ト

上
昇
し
た
。
都
内
に
限
れ

ば
、
７
１
１
駅
中
、
６
６
７
駅

（
93
・
８
％
）
に
の
ぼ
る
。 

２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
が
１
年

後
に
迫
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
訪
れ
、
過
ご
せ
る
街
を
目

指
し
、
競
技
会
場
や
そ
の
周
辺
、
交
通
機
関
な
ど
の
整
備

が
進
む
。
一
方
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
は
ま
だ
課
題
が

あ
り
そ
う
だ
。
③
共
生
社
会
に
向
け
た
機
運
を
一
過
性

の
も
の
と
し
な
い
た
め
に
、
何
が
必
要
な
の
か
。 

開幕まで１年 

①すれ違う車いす 法律上回る通路幅 
「一時の『パラバブル』にしてはいけない」 

た
だ
、
駅
の
入
り
口
か
ら
ホ
ー

ム
ま
で
段
差
の
な
い
ル
ー
ト
が

１
本
あ
れ
ば
「
解
消
」
と
な
る
た

め
、
不
満
の
声
は
根
強
い
。
同
省

は
昨
年
10
月
、
大
規
模
駅
で
の
ル

ー
ト
の
複
数
化
や
、
ル
ー
ト
を
最

短
距
離
に
す
る
よ
う
義
務
付
け

た
が
、
鉄
道
を
運
行
し
な
が
ら
工

事
を
進
め
る
の
は
鉄
道
会
社
の

負
担
も
大
き
い
。 

車
い
す
利
用
者
の
重
要
な
移

動
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
タ

ク
シ
ー
。
国
な
ど
に
よ
る
と
、
車

い
す
で
乗
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
タ
ク
シ
ー
は
、
今
年 

３
月
ま
で
に
東
京
23
区
で
５
６

１
５
台
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
障
害
者
団
体
「
Ｄ
Ｐ
Ｉ

日
本
会
議
」
の
昨
夏
の
調
査
で

は
、
車
い
す
利
用
者
44
人
中
11

人
が
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
拒
否
を

経
験
。
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
、
電

動
車
い
す
を
利
用
す
る
工
藤
登

志
子
さ
ん
（
35
）
は
「
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
機
に
、
移
動
の
権
利
が

保
障
さ
れ
、
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
誰
も
が
当
た
り
前
に
生

き
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
う
。（
荒
ち
ひ
ろ
、
丸
山

ひ
か
り
、
斉
藤
佑
介
） 

住
み
や
す
い
街 

パ
ラ
の
レ
ガ
シ
ー
に 

「手助け 行動移せず」46.8％ 
必要な支援「正解は一つではない」 

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
ど
う
か
。

内
閣
府
が
今
年
２
月
、
２
５
０
０
人

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は 

②
「
街
で
困
っ
て
い
る
障
害
者
を
見

か
け
た
ら
手
助
け
す
る
か
」
と
い
う

質
問
に
、「
手
助
け
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
行
動
に
は
移
し
て
い
な
い
」

（
46
・
８
％) 

が
最
も
多
か
っ
た
。

理
由
は
「
迷
惑
に
な
る
と
い
や
」（
47
・

８
％
）、「
対
応
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

（
40
・
５
％
）
な
ど
だ
っ
た
。 

車
い
す
で
活
動
す
る
さ
い
た
ま
市

議
の
傳で

ん

田だ

ひ
ろ
み
さ
ん
（
71
）
は
、
16

年
前
の
初
当
選
時
、
議
員
や
市
職
員

ら
が
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
と
振
り
返

る
。「
日
常
的
に
健
常
者
と
障
害
者
が

触
れ
合
う
機
会
が
少
な
い
か
ら
、
戸

惑
う
の
だ
ろ
う
」
と
話
す
。 

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

が
決
ま
っ
て
以
降
、
教
育
現
場
で

は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
助

け
合
う
心
を
育
む
取
り
組
み
が
続

く
。
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
公
認
教
材
「I'm

P
O
S
S
IB
L
E

」
を

活
用
。
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
き
、

実
際
に
競
技
を
体
験
す
る
児
童
・
生

徒
も
増
え
て
い
る
。 

10
月
か
ら
は
大
会
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
研
修
が
始
ま
る
。

研
修
を
担
う
日
本
財
団
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ボ
ラ
サ

ポ
）
は
、
テ
キ
ス
ト
で
理
解
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
ビ
デ
オ
な
ど
で
よ

り
実
践
的
に
学
べ
る
よ
う
に
す
る
。

障
害
の
あ
る
当
事
者
に
話
を
聞
く

機
会
も
設
け
る
予
定
だ
。 

障
害
者
に
必
要
な
支
援
は
障
害

や
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ボ
ラ
サ

ポ
の
沢
渡
一
登
・
事
務
局
長
が
考
え

る
研
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
正
解
は
一

つ
で
は
な
い
」
と
伝
え
る
こ
と
だ
と

い
う
。
五
輪
も
含
め
、
大
会
に
か
か

わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
全
国
で
約

13
万
人
。
沢
渡
さ
ん
は
「
13
万
人
が

声
か
け
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け

で
、
今
よ
り
い
い
社
会
に
な
る
と
思

う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
共
生
社
会
を

つ
く
る
担
い
手
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
」
と
話
す
。（
西
村
奈
緒
美
、

斉
藤
寛
子
） 

８
月
上
旬
、
７
年
ぶ
り
に
ロ
ン
ド
ン

を
訪
れ
た
。
地
下
鉄
の
駅
で
は
、
車
両

と
ホ
ー
ム
に
20
～
30

セ
ン

チ

の
段
差
が
あ

っ
た
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
引
き
な
が
ら

石
畳
を
歩
く
の
も
大
変
だ
っ
た
。 

２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
以

降
、
競
技
会
場
が
あ
っ
た
地
域
を
除
く

と
、
街
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
広
が
っ
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
。 

一
方
で
目
に
つ
い
た
の
が
、
障
害
者

や
高
齢
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
人 

何
が
足
り
な
い
か 

想
像
力
を
働
か
せ
て 

周
囲
を
見
渡
し
て 

に
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
が
声
を
か

け
る
姿
だ
。
記
者
自
身
も
、
列
車
の
荷

台
に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
ち
上
げ
る

際
、
さ
り
げ
な
く
手
を
添
え
て
も
ら
っ

た
。
16
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
大
会
で
も
、
陽
気
に
声
を
か
け
合

う
人
々
の
姿
が
印
象
深
か
っ
た
。 

日
本
国
内
で
は
い
ま
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
た
だ
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
す
べ
て
応
え
る
に
は
時

間
も
費
用
も
か
か
る
。
大
会
が
も
た
ら 

す
物
理
的
な
レ
ガ
シ
ー
に
は
限
界
も
あ
る

だ
ろ
う
。
問
わ
れ
る
の
は
、
私
た
ち
が
ど

う
使
い
こ
な
し
、
補
い
合
う
か
だ
。 

あ
と
１
年
。
ま
ず
で
き
る
の
は
、
何
が

足
り
な
い
か
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
だ
。

も
し
車
い
す
を
使
っ
て
い
た
ら
、
目
が
見

え
な
か
っ
た
ら
、
耳
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

ら
。
想
像
力
を
働
か
せ
て
周
囲
を
見
渡
す

こ
と
が
、
大
会
の
成
功
だ
け
で
な
く
そ
の

後
の
暮
ら
し
や
す
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
は
ず
だ
。（
斉
藤
寛
子
） 
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